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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】豚正常肺にラジオ波焼灼を行い、焼灼部の経時的変化をCT像と対応する組織を用いて検討した。 
【方法】豚14匹を、5群（RFA直後屠殺群、REA3日後屠殺群、RFA10日後屠殺群、RFA4週後屠殺群、RFA8週後屠殺
群）に分類した。ラジオ波発生装置及び穿刺針はRITA社の3cm径の展開針を用いた。豚正常肺にCTガイド下で一
匹につき4～8箇所穿刺した。それぞれの群で経過中及び屠殺前にCTを撮影、焼灼部の病理組織とCT像を観察し、
サイズや所見を対比した。 
【結果】14匹の豚に対し、73箇所焼灼を行った。RFA直後では、CT上淡いすりガラス影を認め、組織学的には外
周のうっ血を主体とする層、最内層の核の濃縮、好酸性変化を認める層、中間の浸出液を主体とする3層構造が
認められた。NADH染色により、完全な壊死を得られる範囲は、最内層と中間層で、最外層は壊死部と生存細胞
の混在層であった。CT上でのすりガラス影は、組織上最外層までの直径と一致し、すりガラス影は、実際に得
られる完全壊死部より大きく描出された。経時的には組織上は外層を中心とした層状の変化を示した。外層は、
直後、3日後には炎症細胞浸潤がみられ、10日後には肉芽組織がみられた。4週、8週後には繊維化が進んだ。CT
はそのような外層の変化をリング状の高濃度域として描出した。経過を追うにつれ、組織上の焼灼部と、CT上
の高濃度域のサイズには有意な差が認められた。CT上は焼灼部の末梢の無気肺を含み、焼灼部として高濃度域
に描出するためと考えられた。 
【結論】RRA直後のCTでのすりガラス影は、実際の壊死部より大きく描出された。焼灼部位は層状に認められた。
組織的には外層が炎症細胞浸潤から肉芽組織に置き換わり、繊維化した。CTと組織学的変化はよく対応したが、
実際の焼灼部とCTにおける焼灼部との差には注意を払う必要があると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
【目的】豚正常肺にラジオ波焼灼（FRA）を行い、焼灼部の経時的変化をCTで観察し、対応する病理組織を用い
て比較検討した。 
【方法】豚14匹を、5群（RFA直後屠殺群、RFA3日後屠殺群、RFAlO日後屠殺群、RFA4週後屠殺群、RFA8週後屠殺
群）に分類した。ラジオ波発生装置及び穿刺針はRITA社の3cm径の展開針を用いた。豚正常肺にCTガイド下で一
匹につき4～8箇所穿刺し焼灼した。それぞれの群で経過中及び屠殺前にCTを施行し、CT像と焼灼部の病理組織
を観察し、サイズと病理組織所見を対比した。 
【結果】14匹の豚に対し、73箇所に焼灼を行った。RFA直後症例では、CTで淡いすりガラス影を認め、同部は病
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理組織学的にはうっ血を主体とする外層、核の濃縮、好酸性変化を認める内層、中間の滲出液を主体とする中
間層の3層構造が認められた。NADH染色により、完全な壊死が得られた範囲は、内層と中間層で、外層は壊死部
と生存細胞の混在層であった。CTで認められたすりガラス影は、病理組織標本では外層までの直径と一致し、
実際に得られた完全壊死部より大きく描出された。外層では病理組織学的に、直後、3日後には炎症細胞浸潤が、
10日後には肉芽組織が認められ、4週、8週後には繊維化が進んだ。CTはそのような外層の変化をリング状の高
濃度域として描出した。経過を追うにつれ、CTでの高濃度域のサイズは病理組織の焼灼部より大きく描出され、
有意な差が認められた。CTでは焼灼部の末梢の無気肺をも高濃度域に描出するためと考えられた。 
【結論】豚正常肺でのラジオ波焼灼部はCT像と病理組織学的変化はよく対応したが、CTにおける高濃度域は実
際の焼灼範囲より大きく描出されるので、この点には注意を払う必要があると考えられた。 
 本研究は肺のラジオ波焼灼術における病理組織変化とCT像を経時的に観察し、CT像で認められる高濃度域の
病理組織変化を示したものである。そして、ラジオ波焼灼術をうけた臨床症例をCTで経過観察する場合の注意
点を示した。よって、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
